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斜面観測における偏波Orientation角に関する実験的検討
Experimental Study on Polarization Orientation Angle in Slope Observation
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1　まえがき

現在, 3次元地形の推定に用いられているInterferom-

etryは,どのような領域でも地形を高精度で推定するこ
とができるという利点を持っている反面,masterとslave

の2つのアンテナが必要であり, phase-unwrapping処
理等の複雑な処理を行う必要もある.そこで近年, 3次

元地形の推定に斜面による偏波Orientation角の変化が

利用可能ではないかという提案がLee等によりなされて

いる[1].本文では, Lee等によって提案されている斜面

と偏披Orientation角の関係を検証し, 3次元地形の推

定に利用可能であるかの検討を行った結果を示す.

2　斜面と偏波Orientation角の関係
Lee等により斜面と偏披Orientation角の関係が提案
されており,偏波Orientation角はアジマス方向の傾斜
角,レンジ方向の傾斜角とオフナディア角の関数で与え
られ,　斜面の角度変化による偏波Orientation角の変化
は式(1)で表現される[1].

tanβ =
Ifttfl判

-tan7cos¢+sinゅ

表1測定パラメータ

5　実験結果

斜面と偏波Orientation角の関係式の値と取得した

データから求めた偏波Orientation角の値を比較した.
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ここで,0は斜面を観測する際に変化する偏披Orienta-

tion角.Wはアジマス方向の傾斜角,JTはグランドレン

ジ方向の傾斜角.卓はオフナデイア角である.

3円偏波を用いた偏波Orientation角推定

斜面を観測する際に変化する偏披Orientation角Oを
考慮すると,実際に測定される散乱行列Sは式(2)のよ

うになる.
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Lee等によると,測定データから偏波Orientation角

∂は円偏波アルゴリズムを用いて式(3)のように与えら

れる[1].
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4測定状況

斜面と偏波Orientation角の関係を検証するために,

電波暗室でKu-bandFM-CWレ-ダ[2]を用いて測定

を行った.測定状況と測定パラメータをそれぞれ図1,義

1に示す.ターゲットはゴム製のマットで,レンジ方向,

アジマス方向にそれぞれ5°刻みで0°~30°の傾きをつ

けて3回ずつ測定を行った.
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アジマス方向,レンジ方向ともに傾斜角が小さい場合

は斜面と偏波Orientation角の関係が成り立つが,アジ

マス方向,レンジ方向の傾斜角が大きくなると誤差が大
きくなることが分かる.

6　まとめ

アジマス方向,レンジ方向ともに傾斜角が小さい場合

は斜面と偏波Orientation角の関係が成り立つ.しかし,

レ-ダとターゲットを正対させると, Ku-bandなどの高

周波ではターゲットのテクスチャが見えてしまうため,

斜面と偏波Orientation角の関係を利用した3次元地形

の推定では不十分である.
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